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２０２６年７⽉３１⽇付⼤友弁護⼠の懲戒処分に関する Q&A 
 
◯処分について 
Q ⼤友弁護⼠が受けた懲戒処分の内容は？ 
A 業務停⽌１年です。 
Q いつからですか。 
A 令和８年７⽉３１⽇〜令和９年７⽉３０⽇までです。 
Q 業務停⽌とは具体的にどのようなことですか。 
A ⼤友弁護⼠は業務停⽌期間の１年間、すべての法律事務を扱うことができません。そのため、⼤友

弁護⼠は現在受任している事件について、委任契約を解除し、裁判所や相⼿⽅にはすべて辞任しな
ければなりません。もちろん、新たな事件を受任することもできません。 

  今回の処分は、裁判所や検察庁、⽇弁連に通知をします。⼤友弁護⼠は裁判⼿続きなどを辞任
し、弁護⼈も辞任しなければなりません。 

Q 今回の処分に対し、⼤友弁護⼠が異議の申し⽴てをした場合、どうなりますか。 
A 今回の処分は、千葉県弁護⼠会の懲戒委員会が審査、判断した結果、千葉県弁護⼠会として⾏った

処分です。これは、告知により効果を⽣じますので、既に効果が発⽣しています。これに対し、⼤
友弁護⼠は⽇本弁護⼠連合会（⽇弁連）に異議の申し⽴てをすることができますが、異議の申し⽴
てをしたことだけでは、処分の効果は変わりません。 

 
〇 依頼者の⽅へ 
Ｑ 私が依頼している事件はどうなりますか。 
Ａ ⼤友弁護⼠は１年間事件を取り扱うことができません。⼤友弁護⼠から委任契約を解除し、辞任

しなければなりません。依頼者の⽅から⼤友弁護⼠に対し、債務不履⾏を理由に委任契約を解除す
ることも可能です。 

Q ⼤友弁護⼠が事件を遂⾏できないのであれば、着⼿⾦や預り⾦、書類を返してほしいのですが。 
A ⼤友弁護⼠本⼈に直接返還請求をしていただくことになります。 
Q 預けたお⾦や、書類は返してもらえるのでしょうか。 
A 同種事件の過去の事例では、対象の弁護⼠がすべて返⾦をしたケースもありますが、連絡が途絶

し、返⾦や返還がなされないケースもございます。 
  なお、弁護⼠会は依頼者の⽅を代理して返⾦や書類の返却を求めることができませんので、返⾦

や書類の返還のご相談は後述の法律相談をご利⽤いただくことをご検討ください。 
  また、⼤友弁護⼠と依頼者の⽅とのトラブルについて、弁護⼠会が間に⼊って話し合いによる解

決を求める紛議調停という⼿続きがございます。ただ、紛議調停への出頭や調停を強制することは
できませんので、⼤友弁護⼠が出頭しない場合や、調停案に合意をしない場合は不成⽴となりま
す。 

        紛議調停についてのご案内は、次のとおりです。 
  https://www.chiba-ben.or.jp/faq/  「２ 市⺠向けサービスに関する Q&A」 
Q 依頼している事件については今後どのように進めるべきでしょうか。 
A 別の弁護⼠に相談をしていただくのがよいと思いますが、いわゆるロマンス詐欺や投資詐欺の被害
救済という事件は、相⼿⽅の特定などが難しいため、解決が困難とされています。この点、慎重に
ご判断ください。 

Q 弁護⼠会で後任の弁護⼠を紹介してほしいのですが。 
A 申し訳ありませんが、弁護⼠会で後任を紹介することは⾏っていません。 
各弁護⼠や弁護⼠会の法律相談や、法テラス、⾃治体の法律相談をご利⽤願います。 
千葉県弁護⼠会の法律相談センターは、次のとおりです。 
https://www.chiba-ben.or.jp/soudan/ 

Ｑ 業務停⽌中であるが、当該弁護⼠に連絡をしてもいいですか。 
Ａ 業務停⽌中でも、契約解除の⼿続きやその処理をすることはできますので、問題ありません。 
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  ただ、新たな法律相談や依頼をすることはできませんので、ご注意ください。 
 
〇 特設電話相談 
  ⼤友弁護⼠に依頼されている⽅を対象に、次のとおり電話相談を受け付けます。 
  電話番号 ０４３−２２２−７０１６ 
  ※通話料はお客様のご負担になります。 
  期間   ８⽉４⽇（⽕）〜８⽉７⽇（⾦） 
  時間   ９時３０分〜１２時 １３時〜１６時 
  ※⼤友弁護⼠の依頼者に限ります。 
  ※上記特設電話期間中は、当会の「苦情等相談窓⼝」ではなく、上記番号におかけください。 
   
◯ ロマンス詐欺関係の注意など 

千葉県弁護⼠会による注意 
https://www.chiba-ben.or.jp/news/2023/000727.html 
⽇弁連による注意 
https://www.nichibenren.or.jp/activity/human/consumer/01.html 
不審な連絡に注意！ 

 
以上 

 


